
令和４（2022）年令和４（2022）年第800号広報あやべ

おかげさまで８００号
出水期に備えよう
地方創生特別対談
環境月間
あやべ水無月まつり
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多くの声援を受け力走
６月５日、睦寄町の二王公園を発着点に「2022あやべ二王門登山レー
ス」が行われました。３年ぶりの開催となった今年は、市内外の３０
３人が参加。多くの声援を受けながら、健脚を競いました。
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市
広
報
紙
は
、
昭
和
26
年
４
月
１
日

に「
綾
部
市
政
」と
し
て
創
刊
。
今
年
、

創
刊
か
ら
71
年
、
今
月
号
で
８
０
０
号

を
迎
え
ま
し
た
。

広
報
紙
か
ら
つ
な
が
り
を
広
げ
る

　市
広
報
紙
は
今
日
ま
で
、
市
政
情
報

を
中
心
に
「
ま
ち
」
や
「
人
」
の
話
題

な
ど
を
掲
載
し
、
綾
部
市
の
「
今
」
を

伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　広
報
あ
や
べ
「
ね
っ
と
」
に
名
称
が

変
わ
っ
た
の
は
、
平
成
９
年
４
月
号
＝

左
写
真
。
広
報
紙
に
よ
る
情
報
発
信
を

通
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

と
、「
ね
っ
と
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

継
承
し
、
市
政
を
分
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
「
伝
わ
る
」
紙
面
づ
く
り

に
励
み
ま
す
。
今
後
と
も
、
広
報
あ
や

べ
「
ね
っ
と
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

広報あやべ

おかげさまで創刊８００号

「ねっと」で振り返るあやべ
　ねっとに改称してからのトピックスをピック
アップ。当時の紙面とともに、まちの出来事を
紹介します。

No.650（平成21年12月号）▶
「あやバス利用者数１００万人を突破！」
　あやバスの利用者数１００万人突破を記念し、見開
きの特集記事。定時定路線化や乗客の乗降時に運転手
が声掛けを行うなど、サービスの向上が利用者増につ
ながったと分析しています。また、抽選で特産品が当
たる「あやバススタンプラリー」などユニークな取り
組みを紹介するほか、バスのドライバーや利用者など
の声も掲載しました。

◀No.550（平成13年７月号）
「あやべ桜が丘団地整備」（右）
　市が「平成13年まちづくり功労者」として国土交通
大臣表賞を受賞。特徴ある６つの公園や著名な作家の彫
刻を配置するなど、芸術・文化のまち綾部にふさわしい
まちづくりを展開した同団地の整備が評価されました。

昭和51年４月（第
247号）以降は、市
ホームページで公
開しています。

「里山ねっと・あやべ」（左）
　里山ねっと・あやべが豊かな自然を舞台に田舎暮らし
初級ツアーやパン焼き体験教室、里山映像祭などの農村
と都市の交流事業を紙面で紹介しました。

「消防団上林分団発足」（左）
　団員数が減少していた、中上林分団と奥上林分団を統
合して、上林分団が発足。災害時などの多人数で迅速な
対応を促進し、地域防災力の向上を図りました。

◀No.750（平成30年４月号）
「手話・コミュニケーション条例施行」（右）

創刊号  昭和26年４月第100号  昭和37年６月第200号  昭和47年５月第300号  昭和55年９月

第400号  平成元年１月第500号  平成９年５月第600号  平成17年９月第700号  平成26年２月

　障害の有無に関わらず、誰もがつながり合える社会の
実現に向けて同条例が施行。ねっとでは、問い合わせ先
として電話番号だけでなく、できる限りファクス番号を
併記するようにしています。
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６
月
〜
10
月
は
、
大
雨
や
台
風
な
ど
で
川
が
増
水
し
や
す
い
出
水
期
で

す
。
災
害
の
と
き
、
慌
て
ず
対
応
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
備
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き

た
と
き
、
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

出
水
期
に
備
え
て

災
害
か
ら
命
を
守
ろ
う

早
め
の
避
難
を
心
が
け
よ
う

　
避
難
に
関
す
る
情
報
に
は
、
気
象
庁

が
出
す
警
報
や
注
意
報
な
ど
の
気
象
情

報
と
、
市
が
出
す
避
難
指
示
な
ど
の
避

難
情
報
が
あ
り
ま
す
。
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
伝
え
る
た
め
に
用
い
る
警
戒
レ

ベ
ル
は
５
段
階
。
レ
ベ
ル
ご
と
に
住
民

に
求
め
る
行
動
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
１
・

２
は
、
最
新
の
気
象
情
報
や
避
難
行
動

の
確
認
▽
警
戒
レ
ベ
ル
３
は
、
危
険
な

場
所
か
ら
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
と

そ
の
支
援
者
は
避
難
▽
警
戒
レ
ベ
ル
４

は
、
危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難―

で

す
。
警
戒
レ
ベ
ル
５
は
、
す
で
に
災
害

が
発
生
・
切
迫
し
て
い
る
状
態
。
直
ち

に
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難

情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
と
き
で

も
、
危
険
を
感
じ
た
り
、
周
辺
の
様
子

が
い
つ
も
と
違
っ
た
り
し
た
ら
、
自
ら

の
判
断
で
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
よ
う

　
市
は
「
綾
部
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
更
新
し
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
マ

ッ
プ
に
は
、
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の

発
生
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を
示
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
危
険
な
箇
所
や
安
全
な

避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

市のホームページに掲載しているほか、防災・
危機管理課でも確認できます

　災害が発生して救援体制が整うま
で約３日間かかるといわれていま
す。避難するときにすぐに持ち出せ
るよう、両手が自由に使えるリュッ
クサックなどにまとめ、３日分を目
安に常備しておきましょう。

飲料水（１人１日３㍑が目安）、乾パン、
クラッカー、レトルト食品、缶詰、離
乳食など

救急医薬品、常備薬、マスク、介護用品、
生理用品など

現金、預金通帳、印鑑、健康保険証、
身分証明書、マイナンバーカードなど 

下着、タオル、寝袋など

懐中電灯、ラジオ、電池、ティッシュ、
歯ブラシ、筆記用具など

体温計、雨具、軍手、靴など 

府北部５市２町は５月11日、水害など災害時の応援協
定「災害時等相互応援に関する協定」を締結しました

　３月以降、府南部を震源とする地震が
多発しています。家庭や職場などの家具
の固定や配置を工夫するなどして、屋内
の安全を確保しましょう。

家具は、Ｌ字金具や突っ張り器具な
どで倒れない工夫をしている

出入口の近くに、倒れやすい家具な
どを置いていない

窓ガラスに飛散防止フィルムを貼っ
ている

寝室の近くに懐中電灯やスリッパを
用意している

　自宅や親戚、知人宅等に災害の危険性が
あり、市の指定している避難所に避難でき
ないときは、車で緊急避難し、車内で安全
を確保しましょう。

　近年、豪雨災害が頻発し被害規模も大きくなってい
ます。流域全体で、河川管理者や地域住民など、あら
ゆる関係者が協働し、水災害を軽減させる取り組み
が、流域治水プロジェクトです。
　府はこのたび、パンフレットを作成し、雨水貯留、
防災マップ・タイムラインなど、私たちができる取り

組みを紹介しています。パ
ンフレットは、府中丹広域
振興局（福知山、舞鶴、綾
部）と市役所で配布してい
ます。ぜひご覧ください。

注意事項など、詳しくは府
ホームページをご覧ください

地震にも
　　備えを

チェックリスト

避難場所への避難が難しい場合は車中避難を

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
着
色
し
て
い
な
い

所
で
も
、
災
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
避
難
情
報
を
参
考
に
必
要
に

応
じ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
入
手
方
法
の
確
認
を

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、
複
数

の
情
報
入
手
手
段
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
は
、
防
災
行
政
無
線
▽
防
災

ラ
ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ
い
か
る
、防
災
ラ
ジ
オ
）

▽
あ
や
べ
ー
る
▽
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
▽
ラ

イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
▽
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災

ア
プ
リ
―
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
状
況
に
よ
っ
て
、
利
用

で
き
な
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
情
報
の
入
手
方
法
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非常持ち出し品

流域治水にご協力を

エコノミークラス症候群や
一酸化炭素中毒に気を付けて！

　狭い座席に長時間座って足を動かさ
ないでいると、血行不良で血液が固ま
りやすくなります。その結果、血の固
まり（血栓）が血管の中を流れ、肺に
たまって肺塞栓などを誘発する恐れが
あります。時々、軽い体操やストレッ
チをする▽こまめに水分をとる▽アル
コールを控えるーなどの予防を心がけ
ましょう。また、一酸化炭素中毒を防
ぐため、エンジンを長時間かけず、こ
まめに換気してください。

LINE

あやべーる
（メールマガジン）

登録
はこちらから

車中避難場所一覧

総合運動公園

東部グラウンド

中丹文化会館

紫水ヶ丘公園

西部グラウンド

以久田野多目的広場
（グラウンド東駐車場）

府立農業大学校

500

200

250

159

50

150

80

上杉町

十倉中町

里町

味方町

物部町

舘町

位田町

町　名施　設　名 駐車台数

Yahoo!
防災速報

食料品

医薬品

貴重品

日用品

その他

衣　類

詳しくは、府中丹広
域振興局のホーム
ページへ
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危機管理課でも確認できます

　災害が発生して救援体制が整うま
で約３日間かかるといわれていま
す。避難するときにすぐに持ち出せ
るよう、両手が自由に使えるリュッ
クサックなどにまとめ、３日分を目
安に常備しておきましょう。

飲料水（１人１日３㍑が目安）、乾パン、
クラッカー、レトルト食品、缶詰、離
乳食など

救急医薬品、常備薬、マスク、介護用品、
生理用品など

現金、預金通帳、印鑑、健康保険証、
身分証明書、マイナンバーカードなど 

下着、タオル、寝袋など

懐中電灯、ラジオ、電池、ティッシュ、
歯ブラシ、筆記用具など

体温計、雨具、軍手、靴など 

府北部５市２町は５月11日、水害など災害時の応援協
定「災害時等相互応援に関する協定」を締結しました

　３月以降、府南部を震源とする地震が
多発しています。家庭や職場などの家具
の固定や配置を工夫するなどして、屋内
の安全を確保しましょう。

家具は、Ｌ字金具や突っ張り器具な
どで倒れない工夫をしている

出入口の近くに、倒れやすい家具な
どを置いていない

窓ガラスに飛散防止フィルムを貼っ
ている

寝室の近くに懐中電灯やスリッパを
用意している

　自宅や親戚、知人宅等に災害の危険性が
あり、市の指定している避難所に避難でき
ないときは、車で緊急避難し、車内で安全
を確保しましょう。

　近年、豪雨災害が頻発し被害規模も大きくなってい
ます。流域全体で、河川管理者や地域住民など、あら
ゆる関係者が協働し、水災害を軽減させる取り組み
が、流域治水プロジェクトです。
　府はこのたび、パンフレットを作成し、雨水貯留、
防災マップ・タイムラインなど、私たちができる取り

組みを紹介しています。パ
ンフレットは、府中丹広域
振興局（福知山、舞鶴、綾
部）と市役所で配布してい
ます。ぜひご覧ください。

注意事項など、詳しくは府
ホームページをご覧ください

地震にも
　　備えを

チェックリスト

避難場所への避難が難しい場合は車中避難を

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
着
色
し
て
い
な
い

所
で
も
、
災
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
避
難
情
報
を
参
考
に
必
要
に

応
じ
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
入
手
方
法
の
確
認
を

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
は
、
複
数

の
情
報
入
手
手
段
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
は
、
防
災
行
政
無
線
▽
防
災

ラ
ジ
オ
（
Ｆ
Ｍ
い
か
る
、防
災
ラ
ジ
オ
）

▽
あ
や
べ
ー
る
▽
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
▽
ラ

イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
▽
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災

ア
プ
リ
―
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
状
況
に
よ
っ
て
、
利
用

で
き
な
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
情
報
の
入
手
方
法
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非常持ち出し品

流域治水にご協力を

エコノミークラス症候群や
一酸化炭素中毒に気を付けて！

　狭い座席に長時間座って足を動かさ
ないでいると、血行不良で血液が固ま
りやすくなります。その結果、血の固
まり（血栓）が血管の中を流れ、肺に
たまって肺塞栓などを誘発する恐れが
あります。時々、軽い体操やストレッ
チをする▽こまめに水分をとる▽アル
コールを控えるーなどの予防を心がけ
ましょう。また、一酸化炭素中毒を防
ぐため、エンジンを長時間かけず、こ
まめに換気してください。

LINE

あやべーる
（メールマガジン）

登録
はこちらから

車中避難場所一覧

総合運動公園

東部グラウンド

中丹文化会館

紫水ヶ丘公園

西部グラウンド

以久田野多目的広場
（グラウンド東駐車場）

府立農業大学校

500

200

250

159

50

150

80

上杉町

十倉中町

里町

味方町

物部町

舘町

位田町

町　名施　設　名 駐車台数

Yahoo!
防災速報

食料品

医薬品

貴重品

日用品

その他

衣　類

詳しくは、府中丹広
域振興局のホーム
ページへ
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　「地
図
よ
り
も
羅
針
盤
」
と
は
、
状

況
が
日
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
時
に

は
、
既
存
の
固
ま
っ
た
知
見
よ
り
現
時

点
で
の
観
測
に
基
づ
く
情
報
の
方
が
有

効
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
を
「
地
図
」

と
「
羅
針
盤
」
を
比
喩
的
に
使
っ
て

表
現
し
た
言
葉
。
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
実
験
室
で
は

  C
om
passes over m

aps

〞
と
盛

ん
に
使
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
他
者
の

既
往
説
よ
り
自
分
で
物
事
を
判
断
せ

よ
、
と
戒
め
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に

目
的
地
に
向
か
う
時
、
地
図
が
あ
れ
ば

便
利
だ
が
や
や
も
す
る
と
図
面
を
な
ぞ

る
だ
け
に
な
り
、
ま
し
て
や
カ
ー
ナ
ビ

の
案
内
に
頼
る
に
至
っ
て
は
、
既
存

デ
ー
タ
に
因
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
指
示
に

盲
従
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　こ
の
10
年
を
見
て
も
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
環
境
問
題
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
や
地
震
、
新
型
感
染
症
の
世
界
的
ま

ん
延
、
そ
し
て
今
般
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
な
ど
、
何
も
か
も
転

変
著
し
い
。
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
時
代
の
真
っ
只
中
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
前
例
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
中

で
、
責
任
あ
る
立
場
の
者
は
そ
の
場
・

そ
の
時
に
ベ
ス
ト
な
判
断
を
求
め
ら
れ

る
。
ま
さ
に
頼
れ
る
の
は
過
去
の
地
図

情
報
で
は
な
く
、
現
時
点
の
方
向
を
見

定
め
る
こ
と
の
で
き
る
羅
針
盤
と
な

る
。　こ

れ
は
ま
ち
づ
く
り
に
も
当
て
は
ま

る
こ
と
で
、そ
の
時
々
の
状
況
や
地
域
・

市
民
の
特
性
に
鑑
み
な
が
ら
、
住
民
の

命
と
財
産
を
守
り
、
そ
し
て
幸
せ
の
最

大
化
を
図
る
た
め
の
羅
針
盤
を
駆
使
し

て
自
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

将
来
に
夢
を
抱
け
る
中
長
期
的
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
た
上
で
、
過
度
な
負
担
を
遺

さ
ず
、
そ
の
夢
を
実
行
し
て
い
く
た
め

の
施
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
時
々
の
判
断
の
正
否
が
後
世

の
評
価
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
は
宿
命
と

割
り
切
る
も
、
肝
心
要
の
羅
針
盤
が
錆

つ
い
て
い
た
の
で
は
言
語
道
断
。
そ
の

た
め
に
は
謙
虚
に
歴
史
を
学
び
、
現
実

を
直
視
し
、
視
野
を
広
く
持
っ
て
情
報

を
集
め
、
そ
し
て
何
よ
り
明
る
く
前
向

き
な
気
持
ち
で
「
未
来
は
必
ず
変
え
ら

れ
る
」
と
信
じ
る
こ
と
が
、
最
も
有
効

な
〝
錆
び
止
め
〞
に
な
る
と
自
問
す
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

148

さ
び

の
こ

か
ん
が

い
ま
し

よ

地
図
よ
り
も
羅
針
盤

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に

　人
の
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
増
加
で
、
地
球
温
暖
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、

二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
ガ
ス

な
ど
の
総
称
。
二
酸
化
炭
素
は
温
室
効

果
ガ
ス
全
体
の
約
４
分
の
３
を
占
め
て

い
ま
す
。
本
市
は
昨
年
９
月
６
日
、
２

０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
な
ど
、「
脱

炭
素
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を

　家
庭
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
電

気
か
ら
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
冷
房
機
器

の
使
用
に
よ
る
電
力
の
消
費
が
増
え
が

ち
で
す
。
室
温
は
28
℃
を
目
安
に
、
温

度
に
適
し
た
軽
装
で
過
ご
す
▽
こ
ま
め

な
フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
で
エ
ア
コ
ン
の
冷

房
効
率
を
上
げ
る
▽
エ
ア
コ
ン
と
扇
風

機
を
併
用
し
て
室
内
の
冷
た
い
空
気
を

循
環
さ
せ
る
▽
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
＝

写
真
＝
で
室
内
温
度
や
体
感
温
度
の
上

昇
を
抑
え
る
▽
夏
野
菜
を
食
べ
て
身
体

に
こ
も
っ
た
熱
を
下
げ
る―

な
ど
に
取

り
組
み
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
、

無
理
の
な
い
省
エ
ネ
で
環
境
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な

た
の
行
動
が
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
が
要
因
と
さ
れ
る
気
候

変
動
に
よ
り
、
猛
暑
や
豪
雨
等
の
被
害

が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
地
球

温
暖
化
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
す
る
脱
炭
素

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
６

月
は「
環
境
月
間
」で
す
。こ
の
機
会
に
、

暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

脱
炭
素
に
つ
い
て
考
え
よ
う

６
月
は
環
境
月
間

室内や建物への日差しを遮ります

〝

66

地
方
創
生
特
別
対
談

〜
明
治
大
学
小
田
切
教
授
を
迎
え
て
〜

重
要
な
の
は
移
住
者
と
地
域
の
交
流

市
長
　今
日
は
過
疎
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。ま
ず
、

先
生
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

小
田
切
　コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く

３
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
対
面
で
き

る
状
況
の
破
壊
で
す
。
地
域
の
祭
り
や

都
市
と
の
交
流
な
ど
は
、
無
理
を
し
て

で
も
再
開
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

市
長
　後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
伝
統
や
文
化
が
あ
り
、
行
事
を
３
年

続
け
て
中
止
す
る
と
二
度
と
開
催
で
き

な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
水
無
月
ま
つ
り
も
、
何
と
か
開
催

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

小
田
切
　二
つ
目
は
、
都
市
と
地
方
、

感
染
者
と
非
感
染
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

断
を
生
み
ま
し
た
。
都
市
と
地
域
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
う
「
関
係
人
口
」
が
極

め
て
重
要
で
す
。
そ
の
点
で
は
、
あ
や

べ
特
別
市
民
制
度
（
以
下
、特
別
市
民
）

は
、
良
い
交
流
を
生
ん
で
い
る
と
思
い

ま
す
。

市
長
　特
別
市
民
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

と
よ
く
比
較
さ
れ
ま
す
が
、
綾
部
へ
の

愛
着
や
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の

強
さ
は
勝
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

小
田
切
　三
つ
目
は
、
移
住
者
の
性
質

の
変
化
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
移
住
が
増

え
る
は
ず
で
す
。
定
住
施
策
を
進
め
て

い
る
地
域
は
、
交
流
が
生
ま
れ
、
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
移
住
者
と

地
域
の
人
が
交
流
し
て
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

定
住
先
に
選
ば
れ
続
け
る
地
域
へ

小
田
切
　全
国
の
自
治
体
と
比
べ
て
も

綾
部
は
Ｕ
タ
ー
ン
率
が
高
い
と
感
じ
ま

す
ね
。

市
長
　３
割
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
、
定
住
サ

ポ
ー
ト
総
合
窓
口
の
設
置
や
中
高
生
の

ふ
る
さ
と
講
座
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

小
田
切
　Ｉ
タ
ー
ン
の
移
住
者
が
活
発

に
活
動
す
る
こ
と
で
Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え

る
現
象
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、

地
域
は
課
題
を
あ
い
ま
い
に
せ
ず
分
析

し
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
、
移
住
者

と
地
域
が
共
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。

市
長
　私
は
、
過
疎
地
域
だ
か
ら
こ

そ
、
移
住
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
も

大
い
に
活
躍
で
き
る
場
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

小
田
切
　そ
れ
は
非
常
に
大
切
な
視
点

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

の
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
移
住
者

と
地
域
の
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
交
流
」
が

起
こ
り
、
人
口
が
減
っ
て
も
意
欲
的
な

人
材
が
増
え
て
、
活
性
化
し
て
い
る
地

域
を
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
と
言
い
ま

す
。
綾
部
市
は
ま
さ
に
に
ぎ
や
か
な
過

疎
。
今
後
も
定
住
先
と
し
て
選
ば
れ
る

地
域
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
は
平
成
18
年
、
全
国
に
先
駆
け
「
水
源
の
里
条
例
」
を
制
定
。
過

疎
や
高
齢
化
が
進
む
地
域
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
長
く
過
疎
地
域
の
活

性
化
を
研
究
し
、
本
市
の
水
源
の
里
事
業
に
も
関
わ
り
が
深
い
、
明
治
大

学
小
田
切
教
授
＝
写
真
左
＝
と
山
崎
市
長
が
５
月
10
日
に
対
談
し
ま
し
た
。

プロフィール
小田切徳美
博士（農学）　明治大学農学部教授
地域ガバナンス論、農山村再生論専攻。日本地域政策学
会会長など歴任。山崎市長が会長を務める全国水源の里
連絡協議会にも関わり、指導や助言をしている。 

関係人口＝移住した「定住人口」でもなく、観光に来
た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる人々を
指す言葉。
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　市とゼンリン関西支社（岩崎登支社長、
大阪市）は５月11日、市役所で災害時にお
ける地図製品等の供給等に関する協定締結
式を行いました。同協定は、市が災害時に
最新の地図を活用できるようになり、被害
の状況把握や情報共有に役立てるもの。地
図等を有効に活用し、災害時には迅速な対
応に努めます。

　５月14日、青野町の綾部バラ園で３年ぶりに春のバラま
つりのオープニングセレモニーが行われました。また、ア
ンネのバラ日本伝来50周年を記念し、２代に渡り全国にバ
ラを寄贈している高槻町の山室建治さんに花束が
贈られました。この日は、多くの家族連れらが来
園。150種1,200本の色彩豊かなバラにカメラを向
けていました。同まつりは、６月27日まで。ぜひ
ご来園ください。

　市教育委員会は５月21日、位田町の北野台遺跡
で、令和４年度綾部市資料館事業「子ども歴史教
室」発掘体験－下位田の遺跡を掘ってみよう！－
を開催しました。参加した小学生15人が、自分で
掘り出したものを水で洗い、遺物かどうか確認。
発見した弥生土器や須恵器などを見たり触れたりし
ました。児童たちは「土器を発見できてうれしい｣
｢もっと掘りたい」と楽しそうに話していました｡

市とゼンリンが災害時支援協定を締結

土器を発見！発掘体験でわくわく

３年ぶりのプールに大喜び
　西八田小学校と志賀小学校は５月13日から、青野町のあ
やべ健康プラザ水夢で水泳授業を開始しました。両校は、
プール施設の老朽化に伴い、市内の学校で初めて民間施設

の水夢を活用。児童は、先
生と水夢のインストラク
ターから指導を受け、本格
的に水泳を学習しました。
過去２年はコロナ禍のためプールでの学習を中止。２、３年生は
水の感触を楽しみながら、初めての学習に取り組みました｡

春のバラまつり開催

百
年
を
超
え
る
歴
史
あ
る
ま
つ
り

　綾
部
市
史
に
よ
る
と
、
同
ま
つ
り
の

起
源
は
古
く
明
治
39
年
ご
ろ
。
由
良
川

に
映
る
漁
師
の
か
が
り
火
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
ロ
ー
ソ
ク
を
立
て
た
か
ま
ぼ
こ

板
を
上
流
か
ら
流
し
見
物
し
た
こ
と

が
、
万
灯
流
し
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　大
正
７
年
に
は
、
万
灯
流
し
と
花
火

を
組
み
合
わ
せ
市
内
最
大
の
祭
り
と
し

て
開
催
。昭
和
25
年
の
市
制
施
行
後
は
、

綾
部
商
工
会
議
所
を
中
心
に
続
け
ら

れ
、
夏
の
納
涼
大
祭
と
し
て
市
民
に
長

く
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
開
催

　今
年
の
同
ま
つ
り
は
、
密
を
避
け
て

離
れ
た
所
か
ら
観
覧
で
き
る
よ
う
、
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
花
火
を
高
く
打
ち

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
あ
や
べ
良
さ
来
い

は
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
市
民
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
（
西
町
三
丁
目
）
で
実
施

予
定
。
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、
同
実

行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　感
染
拡
大
防
止
に
は
参
加
者
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
が
不
可
欠
で
す
。
間
隔

を
空
け
て
観
覧
す
る
▽
手
指
の
消
毒
な

ど
感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る
▽
大
声
を

出
さ
な
い
▽
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が

あ
る
と
き
は
来
場
を
自
粛
す
る―

な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
火
の
後
は
ま
ち
を
美
し
く

　同
ま
つ
り
翌
日
の
24
日（
日
）午
前
７

時
か
ら
「
ク
リ
ー
ン
水
無
月
」
を
実
施

し
ま
す
。
実
行
委
員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
早
朝
か
ら
の
美
化
作
業
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
ま
つ
り
の
後
は
多
く
の
ご
み
が

道
端
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
自
で

ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り

７
月
23
日Information

各イベントの内容や開始時間、駐車場とトイレの位置など最新の情
報は同実行委員会のホームページでご確認ください｡
ホームページは「あやべ水無月まつり」で検索する
か、右のＱＲコードを読み取ってアクセスしてくだ
さい。
問同実行委員会（綾部商工会議所内）☎（42）0701

３年ぶりの開催で市民を元気に！

同まつり実行委員長、
塩田展康・綾部商工会議所会頭

　あやべ水無月まつりは綾部の夏の風物
詩。過去２年は感染症の拡大防止のため中
止を余儀なくされ、皆さんは、この市内最
大の花火大会を心待ちにされていると思い
ます。本年の開催について実行委員会では、
慎重に議論を重ね、市民の皆さんを元気づ
けたいとの想いで開催を決断しました。
　３年ぶりの夜空に輝く花火を楽しみま
しょう。

今年は川岸から万灯を流す予定（流し人の募集
は行いません）

良さ来い会場では綾部高校のダンス部や吹奏楽
部なども発表を予定

　夏の最大のイベント「あやべ水無月まつり」（同
実行委員会主催）が７月23日(土)、３年ぶりに開
催されます。
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３回目接種を完了し、５か月を経過した次の人
①60歳以上の人
　　※案内と予診票を送付します
②18歳以上60歳未満の人で次のいずれかの人
　・基礎疾患のある人　・BMIが30以上の人
　・重症化リスクが高いと医師が認める人
　　※案内のみ送付します。接種を希望する
　　　人は申請が必要です。基礎疾患やBMIに
　　　ついては、届いた案内でご確認ください

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

里
山
に
魅
せ
ら
れ
移
住

出
身
は
大
阪
府
。
定
年
退
職
後
は
田

舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
綾
部

市
は
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
、

相
談
窓
口
な
ど
を
利
用
し
て
物
件
を
探

し
ま
し
た
。
最
終
的
に
今
の
住
ま
い
を

一
目
見
て
気
に
入
り
、
８
年
前
に
妻
と

２
人
で
Ｉ
タ
ー
ン
。
美
し
い
里
山
の
景

観
が
移
住
の
決
め
手
で
し
た
。
市
街
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
程
よ
い
田
舎
。

Ｊ
Ｒ
山
家
駅
に
も
歩
い
て
行
け
ま
す
。

理
想
の
田
舎
暮
ら
し
を
実
現

私
の
理
想
の
田
舎
暮
ら
し
は
、
自
分

が
食
べ
る
も
の
は
自
分
で
作
る
こ
と
。

家
庭
菜
園
の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
域
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
本
格
的
に
農
業
を
開
始
し
、
今
で

は
コ
メ
▽
小
麦
▽
ソ
バ
▽
無
農
薬
野
菜

▽
果
実
―
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。
獲

れ
た
も
の
は
、
山
家
ふ
れ
あ
い
の
駅
で

販
売
も
。
パ
ン
作
り
や
そ
ば
打
ち
に
も

挑
戦
し
、
思
い
描
い
て
い
た
生
活
を
実

現
で
き
て
い
ま
す
。

自
然
の
魅
力
が
多
彩

田
の
す
ぐ
横
に
山
陰
線
。
田
園
の
中

を
走
る
電
車
の
姿
は
美
し
く
、
特
に
今

の
時
期
は
、
水
田
に
電
車
が
映
り
込
み

見
事
で
す
。
山
家
地
区
は
山
や
川
が
近

く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
も
で
き
ま
す
。

お
す
す
め
は
、
三
郡
山
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
。
行
者
堂
（
上
原
町
）
や
三
和
町
大

原
へ
の
道
標
が
あ
り
、
地
域
の
歴
史
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
然
の
魅
力
が
豊
富

で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

山
家
地
区

「秋はイネやヒガンバナがきれい。季節の
移ろいも味わえます」と吉田さん

吉田 光広さん
（下原町）

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式｡
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は上林小・中学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジ
　しています。

旬を味わう

「筍ごはん」

野菜たっぷり
「春キャベツの豚汁」

端午の節句を祝う「かしわもち」

5月2日(月)
　この日は子どもの日にちなんだ献立でした。筍と
春キャベツを使い、旬の美味しさを満喫しました。

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

今月の手話

夏

夏（A）
親指を人差し指に乗せた握
り拳で、首筋あたりをあお
ぐ（うちわであおぐ様子）

夏（B）
両手の指先をこめかみから
下へ下ろす（汗をかく様子）

三郡山＝綾部市、三和町、和知町にまたがる山

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
４
回
目
接
種
始
ま
る

　市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４

回
目
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
接
種
費
用

は
無
料
。
対
象
者
等
に
順
次
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
案
内
を
よ
く
読
み
、
早
め

に
予
約
ま
た
は
予
診
票
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

接種方法
集団接種と個別接種を実施します

Webか電話で予約してください
＜Web予約＞　24時間受付
届いた案内に記載のQRコードか市ホームページ、
市LINE公式アカウントからアクセスしてください

＜電話予約＞
市新型コロナワクチン接種コールセンター
電話番号  （42）0020
受付時間　8:45～17:15（土・日曜日、祝日除く）

＜集団接種＞
会場　あやべ・日東精工アリーナ（西町三丁目）

時 間 帯
午後

午前・午後
午後

午前・午後

実 施 日
7/18（月・祝）
　24（日）
　30（土）
　31（日）

＜個別接種＞
日時等はＷｅｂ予約システムかコールセンターで確認してください
各医療機関への問い合わせは、ご遠慮ください

予約方法 接種対象

時 間 帯
午前・午後
午後

午前・午後

実 施 日
8/ 7（日）
　20（土）
　21（日）

男
女
の
格
差
埋
ま
ら
ず

　昭
和
60
年
に
日
本
が
女
性
差
別
撤
廃

条
約
に
批
准
し
て
か
ら
今
年
で
37
年
。

多
様
な
意
志
が
政
治
や
社
会
の
方
針
決

定
に
公
平
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
女
性
の

社
会
参
画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
は
、
昨
年
日
本
は
１

５
６
か
国
中
１
２
０
位
。
主
要
７
か
国

中
最
下
位
で
、
男
女
平
等
が
進
ん
で
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の
払
拭
を

　被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
る
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
が
増
加
し
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、男
女
間
の
経
済
力
の
差
、

「
男
性
は
外
で
仕
事
、
女
性
は
家
庭
で

家
事
や
育
児
」
の
よ
う
な
、
性
別
を
理

由
に
役
割
を
分
け
る
の
が
当
た
り
前
と

い
っ
た
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
男
女
が
平
等
な
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う

　市
は
「
第
４
次
あ
い
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
全
て
の
人
が
平
等
に
、
自
分
ら

し
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
６
月
23
〜
29
日
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。「
男
だ
か
ら
、
女

だ
か
ら
」
で
は
な
く
、「
私
だ
か
ら
」
と

言
え
る
時
代
に
す
る
た
め
固
定
観
念
を

見
つ
め
直
す
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
シ
リ
ー

ズ
で
人
権
に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

②
女
性
の
人
権

男女共同参画に向けた取り組みについて、詳しく
はあいセンター☎(42)２０３０へ

グローバルジェンダーギャップ指数＝男女間の格
差を数値化したもの

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

※５月末日時点の内容です。変更になる場合がありますので、
　最新の情報は市ホームページなどでご確認ください。
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３回目接種を完了し、５か月を経過した次の人
①60歳以上の人
　　※案内と予診票を送付します
②18歳以上60歳未満の人で次のいずれかの人
　・基礎疾患のある人　・BMIが30以上の人
　・重症化リスクが高いと医師が認める人
　　※案内のみ送付します。接種を希望する
　　　人は申請が必要です。基礎疾患やBMIに
　　　ついては、届いた案内でご確認ください

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
市

へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の

視
点
か
ら
、
市
内
12
地
区
を

順
番
に
紹
介
し
ま
す
。

里
山
に
魅
せ
ら
れ
移
住

出
身
は
大
阪
府
。
定
年
退
職
後
は
田

舎
暮
ら
し
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
綾
部

市
は
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
で
、

相
談
窓
口
な
ど
を
利
用
し
て
物
件
を
探

し
ま
し
た
。
最
終
的
に
今
の
住
ま
い
を

一
目
見
て
気
に
入
り
、
８
年
前
に
妻
と

２
人
で
Ｉ
タ
ー
ン
。
美
し
い
里
山
の
景

観
が
移
住
の
決
め
手
で
し
た
。
市
街
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
程
よ
い
田
舎
。

Ｊ
Ｒ
山
家
駅
に
も
歩
い
て
行
け
ま
す
。

理
想
の
田
舎
暮
ら
し
を
実
現

私
の
理
想
の
田
舎
暮
ら
し
は
、
自
分

が
食
べ
る
も
の
は
自
分
で
作
る
こ
と
。

家
庭
菜
園
の
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
域
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
本
格
的
に
農
業
を
開
始
し
、
今
で

は
コ
メ
▽
小
麦
▽
ソ
バ
▽
無
農
薬
野
菜

▽
果
実
―
な
ど
を
育
て
て
い
ま
す
。
獲

れ
た
も
の
は
、
山
家
ふ
れ
あ
い
の
駅
で

販
売
も
。
パ
ン
作
り
や
そ
ば
打
ち
に
も

挑
戦
し
、
思
い
描
い
て
い
た
生
活
を
実

現
で
き
て
い
ま
す
。

自
然
の
魅
力
が
多
彩

田
の
す
ぐ
横
に
山
陰
線
。
田
園
の
中

を
走
る
電
車
の
姿
は
美
し
く
、
特
に
今

の
時
期
は
、
水
田
に
電
車
が
映
り
込
み

見
事
で
す
。
山
家
地
区
は
山
や
川
が
近

く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
も
で
き
ま
す
。

お
す
す
め
は
、
三
郡
山
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
。
行
者
堂
（
上
原
町
）
や
三
和
町
大

原
へ
の
道
標
が
あ
り
、
地
域
の
歴
史
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
然
の
魅
力
が
豊
富

で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

山
家
地
区

「秋はイネやヒガンバナがきれい。季節の
移ろいも味わえます」と吉田さん

吉田 光広さん
（下原町）

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式｡
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は上林小・中学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジ
　しています。

旬を味わう

「筍ごはん」

野菜たっぷり
「春キャベツの豚汁」

端午の節句を祝う「かしわもち」

5月2日(月)
　この日は子どもの日にちなんだ献立でした。筍と
春キャベツを使い、旬の美味しさを満喫しました。

つながろう

手話
で

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

今月の手話

夏

夏（A）
親指を人差し指に乗せた握
り拳で、首筋あたりをあお
ぐ（うちわであおぐ様子）

夏（B）
両手の指先をこめかみから
下へ下ろす（汗をかく様子）

三郡山＝綾部市、三和町、和知町にまたがる山

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

　
　ワ
ク
チ
ン

教えて！
４
回
目
接
種
始
ま
る

　市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４

回
目
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
接
種
費
用

は
無
料
。
対
象
者
等
に
順
次
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
案
内
を
よ
く
読
み
、
早
め

に
予
約
ま
た
は
予
診
票
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

接種方法
集団接種と個別接種を実施します

Webか電話で予約してください
＜Web予約＞　24時間受付
届いた案内に記載のQRコードか市ホームページ、
市LINE公式アカウントからアクセスしてください

＜電話予約＞
市新型コロナワクチン接種コールセンター
電話番号  （42）0020
受付時間　8:45～17:15（土・日曜日、祝日除く）

＜集団接種＞
会場　あやべ・日東精工アリーナ（西町三丁目）

時 間 帯
午後

午前・午後
午後

午前・午後

実 施 日
7/18（月・祝）
　24（日）
　30（土）
　31（日）

＜個別接種＞
日時等はＷｅｂ予約システムかコールセンターで確認してください
各医療機関への問い合わせは、ご遠慮ください

予約方法 接種対象

時 間 帯
午前・午後
午後

午前・午後

実 施 日
8/ 7（日）
　20（土）
　21（日）

男
女
の
格
差
埋
ま
ら
ず

　昭
和
60
年
に
日
本
が
女
性
差
別
撤
廃

条
約
に
批
准
し
て
か
ら
今
年
で
37
年
。

多
様
な
意
志
が
政
治
や
社
会
の
方
針
決

定
に
公
平
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
女
性
の

社
会
参
画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
は
、
昨
年
日
本
は
１

５
６
か
国
中
１
２
０
位
。
主
要
７
か
国

中
最
下
位
で
、
男
女
平
等
が
進
ん
で
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
の
払
拭
を

　被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
る
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
が
増
加
し
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、男
女
間
の
経
済
力
の
差
、

「
男
性
は
外
で
仕
事
、
女
性
は
家
庭
で

家
事
や
育
児
」
の
よ
う
な
、
性
別
を
理

由
に
役
割
を
分
け
る
の
が
当
た
り
前
と

い
っ
た
考
え
方
が
根
底
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
男
女
が
平
等
な
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う

　市
は
「
第
４
次
あ
い
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
全
て
の
人
が
平
等
に
、
自
分
ら

し
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
６
月
23
〜
29
日
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。「
男
だ
か
ら
、
女

だ
か
ら
」
で
は
な
く
、「
私
だ
か
ら
」
と

言
え
る
時
代
に
す
る
た
め
固
定
観
念
を

見
つ
め
直
す
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
シ
リ
ー

ズ
で
人
権
に
関
す
る
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

②
女
性
の
人
権

男女共同参画に向けた取り組みについて、詳しく
はあいセンター☎(42)２０３０へ

グローバルジェンダーギャップ指数＝男女間の格
差を数値化したもの

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

※５月末日時点の内容です。変更になる場合がありますので、
　最新の情報は市ホームページなどでご確認ください。



介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

※職種  介護職員（特養）、送迎員、調理員
  看護職員、訪問介護員
  ケアマネジャー
詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

ＡＩにできない
真 心 の し ご と
一緒に実感しませんか？

職員募集！

お部屋探しはミニミニへ♪

ミニミニFC綾部店
アスパ
２階

㈱Mini Creation
TEL0773-43-2103
綾部市綾中町花ノ木30番地

売 買 賃 貸

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

8月20日（土） 14：00開演

サイエンスショー

eco実験パフォーマー
『らんま先生』

前売り〈全席指定〉 1,500円

04
㌫
、
均
等
割
１
０
５
０
０
円
、

平
等
割
５
４
０
０
円
。
最
高
限
度

額
／
医
療
分
65
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
20
万
円
、
介
護
分
17

万
円
。

　保
険
料
は
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
額
。
40
〜
64

歳
の
人
（
２
号
被
保
険
者
）
は
、

こ
れ
に
介
護
分
を
加
え
た
額
で
す
。

　納
期
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
年
10
回
で
す
。
た
だ
し
、
特

別
徴
収
に
該
当
し
て
い
る
人
は
年

金
支
給
時
に
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
ま
す
。
未
就
学
児
に
係

る
均
等
割
額
は
２
分
の
１
を
減
額

し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割
を
軽
減

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
軽
減

は
、
所
得
の
申
告
が
な
い
と
適
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

上
八
田
町
・
七
百
石
町
・
渕
垣
町
・

下
八
田
町
・
物
部
町
・
白
道
路
町
・

志
賀
郷
町
・
向
田
町
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

　F（
42
）１
８
１
７

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候

補
予
定
者
説
明
会

　８
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
う
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
に
係
る
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
22
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
。
会
場
／
市
役
所
本
庁
３

階
第
１
委
員
会
室
。
対
象
／
立
候

補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人

（
あ
わ
せ
て
２
人
以
内
）。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

本
年
度
国
保
料
の
料
率

　令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
を
、
昨
年
度
と
同
率
に

決
定
し
ま
し
た
。

医
療
分
／
所
得
割
７
・
１
㌫
、
均

等
割
（
１
人
当
た
り
）
２
０
４
０

０
円
、
平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）

１
４
５
０
０
円
。
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
／
所
得
割
２
・
69
㌫
、
均

等
割
７
７
０
０
円
、
平
等
割
５
５

０
０
円
。
介
護
分
／
所
得
割
３
・

児
童
の
養
育
者
の
う
ち
令
和
４
年

度
分
の
市
民
税
均
等
割
が
非
課
税

―

の
人
。
た
だ
し
、
令
和
４
年
度

市
民
税
未
申
告
者
、
公
務
員
等
は

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
が
必
要

な
人
／
公
的
年
金
等
の
受
給
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が
急
変

し
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
又
は

令
和
４
年
度
分
の
市
民
税
均
等
割

が
非
課
税
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る―

人
。
そ
の
他
／

４
月
時
点
で
の
対
象
者
は
６
月
下

旬
に
支
給
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

上
水
道
の
漏
水
調
査

　市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水

を
見
つ
け
る
た
め
、
専
門
の
調
査

業
者
に
委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
行
し
た
専
門
の
調
査

業
者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の

敷
地
内
調
査
や
交
通
量
の
減
る
夜

間
に
道
路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
漏
水
箇
所
は
、

直
ち
に
修
理
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／

路
面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　適
用
期
間
を
「
令
和
４
年
６
月

30
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
４
年
９

月
30
日
ま
で
」
に
延
長
し
ま
す
。

問
市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
相
談
会
を
行
い
、
が

ん
に
関
わ
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
７
月
21
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府
中

丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談

員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料

／
無
料
。
申
込
み
／
前
日
の
午
後

４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時
、
電
話
か
対
面
で

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
第
８

条
に
規
定
す
る
「
甲
種
」
防
火
管

申
込
み
／
事
前
に
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、「
水
源
の
里
」
の
四
季
折
々
の

自
然
風
景
、
人
々
の
生
活
や
祭
事
、

そ
の
地
域
を
象
徴
す
る
風
物
な
ど
、

水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現
さ
れ
た

写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
、

性
別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
規
格
等
／
令
和
元
年
８
月
以
降

に
撮
影
し
た
も
の
。
作
品
の
周
辺

に
、余
白
か
余
黒
を
設
け
る
こ
と
。

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
可
）

か
Ａ
４
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力

可
、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
。

単
写
真
に
限
る
（
合
成
写
真
不

可
）。
複
数
応
募
可
。
応
募
方
法

／
８
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
同
協

議
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

へ
（
最
終
日
消
印
有
効
）。
作
品

の
受
付
通
知
が
必
要
な
人
は
、
返

信
用
は
が
き
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
料
／
１
点
１
０
０
０
円
。

２
点
目
以
降
１
点
増
え
る
ご
と
に

５
０
０
円
追
加
。
賞
／
グ
ラ
ン
プ

リ
＝
賞
金
20
万
円
（
１
人
）。
総

理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
25
日（
木
）、
26
日

（
金
）の
２
日
間
。
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
。
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー

（
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
、

西
町
三
丁
目
）。
テ
キ
ス
ト
代
／

１
４
８
２
円
（
講
習
会
当
日
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
）。
定
員
／
先

着
50
人
。
申
込
み
／
７
月
１
日

（
金
）〜
31
日（
日
）に
受
講
申
込
書

に
証
明
写
真
（
３×

４
㌢
㍍
）
を

貼
り
、
消
防
本
部
予
防
担
当
へ
。

申
込
書
は
同
本
部
と
消
防
署
上
林

出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
受
付
時
間
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

問
同
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

第
２
回
普
通
救
命
講
習

　市
消
防
本
部
は
、
第
２
回
普
通

救
命
講
習
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時
／
７
月
16
日（
土
）午
後
７
時

〜
10
時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
内

容
／
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、
止

血
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
。

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

今
回
新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
込
み
／
７
月
11
日（
月
）〜
25
日

（
月
）に
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
担

当
へ
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
５
日

（
金
）。
返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年

以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
給
付
金

　市
は
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
が
不
要
な
人
／
令
和
４
年
４

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
▽

平
成
16
年
４
月
２
日
（
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
と
な
る

障
害
の
状
態
に
あ
る
人
は
、
平
成

14
年
４
月
２
日
）
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
の
間
に
出
生
し
た

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

務
大
臣
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、

国
土
交
通
大
臣
賞
＝
賞
金
５
万
円

（
各
１
人
）。
特
選
＝
賞
金
１
万
円

（
10
人
）。
審
査
員
／
大
久
保
勝
利

さ
ん
（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）、

佐
藤
洋
一
郎
さ
ん
（
京
都
府
立
大

学
文
学
部
特
別
専
任
教
授
）ほ
か
。

問
同
協
議
会
事
務
局

　（定
住
・
地
域
政
策
課
）

　☎（
42
）４
２
７
１

６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
１
１
７
人
（
男
１

４
９
４
１
、
女
１
６
１
７
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
７
２
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

５
件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

５
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
４
９
㌧
（
前
年
比
４
・

０
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
１
０
５
㌧
（
同
６
・

３
㌫
減
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

募

　集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052

※職種  介護職員（特養）、送迎員、調理員
  看護職員、訪問介護員
  ケアマネジャー
詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

ＡＩにできない
真 心 の し ご と
一緒に実感しませんか？

職員募集！

お部屋探しはミニミニへ♪

ミニミニFC綾部店
アスパ
２階

㈱Mini Creation
TEL0773-43-2103
綾部市綾中町花ノ木30番地

売 買 賃 貸

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

8月20日（土） 14：00開演

サイエンスショー

eco実験パフォーマー
『らんま先生』

前売り〈全席指定〉 1,500円

04
㌫
、
均
等
割
１
０
５
０
０
円
、

平
等
割
５
４
０
０
円
。
最
高
限
度

額
／
医
療
分
65
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
20
万
円
、
介
護
分
17

万
円
。

　保
険
料
は
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
の
合
計
額
。
40
〜
64

歳
の
人
（
２
号
被
保
険
者
）
は
、

こ
れ
に
介
護
分
を
加
え
た
額
で
す
。

　納
期
は
６
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
年
10
回
で
す
。
た
だ
し
、
特

別
徴
収
に
該
当
し
て
い
る
人
は
年

金
支
給
時
に
年
金
か
ら
保
険
料
を

天
引
き
し
ま
す
。
未
就
学
児
に
係

る
均
等
割
額
は
２
分
の
１
を
減
額

し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
７
割
、
５
割
、
２
割
を
軽
減

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
軽
減

は
、
所
得
の
申
告
が
な
い
と
適
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

国
保
等
の
加
入
者
に
傷
病
手
当
金

　国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
▽
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
▽
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る

―

な
ど
し
た
被
用
者
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

　な
お
、
給
与
等
の
全
部
ま
た
は

上
八
田
町
・
七
百
石
町
・
渕
垣
町
・

下
八
田
町
・
物
部
町
・
白
道
路
町
・

志
賀
郷
町
・
向
田
町
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

　F（
42
）１
８
１
７

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候

補
予
定
者
説
明
会

　８
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
う
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
に
係
る
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
22
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
。
会
場
／
市
役
所
本
庁
３

階
第
１
委
員
会
室
。
対
象
／
立
候

補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人

（
あ
わ
せ
て
２
人
以
内
）。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　☎（
42
）４
２
２
９

本
年
度
国
保
料
の
料
率

　令
和
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
を
、
昨
年
度
と
同
率
に

決
定
し
ま
し
た
。

医
療
分
／
所
得
割
７
・
１
㌫
、
均

等
割
（
１
人
当
た
り
）
２
０
４
０

０
円
、
平
等
割
（
世
帯
当
た
り
）

１
４
５
０
０
円
。
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
／
所
得
割
２
・
69
㌫
、
均

等
割
７
７
０
０
円
、
平
等
割
５
５

０
０
円
。
介
護
分
／
所
得
割
３
・

児
童
の
養
育
者
の
う
ち
令
和
４
年

度
分
の
市
民
税
均
等
割
が
非
課
税

―

の
人
。
た
だ
し
、
令
和
４
年
度

市
民
税
未
申
告
者
、
公
務
員
等
は

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
が
必
要

な
人
／
公
的
年
金
等
の
受
給
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
な
い
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計
が
急
変

し
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
又
は

令
和
４
年
度
分
の
市
民
税
均
等
割

が
非
課
税
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る―

人
。
そ
の
他
／

４
月
時
点
で
の
対
象
者
は
６
月
下

旬
に
支
給
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

上
水
道
の
漏
水
調
査

　市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水

を
見
つ
け
る
た
め
、
専
門
の
調
査

業
者
に
委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
行
し
た
専
門
の
調
査

業
者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の

敷
地
内
調
査
や
交
通
量
の
減
る
夜

間
に
道
路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
漏
水
箇
所
は
、

直
ち
に
修
理
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／

路
面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／

一
部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　適
用
期
間
を
「
令
和
４
年
６
月

30
日
ま
で
」
か
ら
「
令
和
４
年
９

月
30
日
ま
で
」
に
延
長
し
ま
す
。

問
市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
出
張
相
談
会
を
行
い
、
が

ん
に
関
わ
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
７
月
21
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
府
中

丹
東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談

員
／
保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料

／
無
料
。
申
込
み
／
前
日
の
午
後

４
時
ま
で
に
府
が
ん
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時
、
電
話
か
対
面
で

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
第
８

条
に
規
定
す
る
「
甲
種
」
防
火
管

申
込
み
／
事
前
に
消
防
本
部
へ
。

問
同
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、「
水
源
の
里
」
の
四
季
折
々
の

自
然
風
景
、
人
々
の
生
活
や
祭
事
、

そ
の
地
域
を
象
徴
す
る
風
物
な
ど
、

水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現
さ
れ
た

写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
、

性
別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
規
格
等
／
令
和
元
年
８
月
以
降

に
撮
影
し
た
も
の
。
作
品
の
周
辺

に
、余
白
か
余
黒
を
設
け
る
こ
と
。

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
可
）

か
Ａ
４
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力

可
、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
。

単
写
真
に
限
る
（
合
成
写
真
不

可
）。
複
数
応
募
可
。
応
募
方
法

／
８
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
同
協

議
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

へ
（
最
終
日
消
印
有
効
）。
作
品

の
受
付
通
知
が
必
要
な
人
は
、
返

信
用
は
が
き
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。応
募
料
／
１
点
１
０
０
０
円
。

２
点
目
以
降
１
点
増
え
る
ご
と
に

５
０
０
円
追
加
。
賞
／
グ
ラ
ン
プ

リ
＝
賞
金
20
万
円
（
１
人
）。
総

理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
25
日（
木
）、
26
日

（
金
）の
２
日
間
。
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
。
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー

（
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
、

西
町
三
丁
目
）。
テ
キ
ス
ト
代
／

１
４
８
２
円
（
講
習
会
当
日
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
）。
定
員
／
先

着
50
人
。
申
込
み
／
７
月
１
日

（
金
）〜
31
日（
日
）に
受
講
申
込
書

に
証
明
写
真
（
３×

４
㌢
㍍
）
を

貼
り
、
消
防
本
部
予
防
担
当
へ
。

申
込
書
は
同
本
部
と
消
防
署
上
林

出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
受
付
時
間
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

問
同
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

　F（
43
）１
４
８
３

第
２
回
普
通
救
命
講
習

　市
消
防
本
部
は
、
第
２
回
普
通

救
命
講
習
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時
／
７
月
16
日（
土
）午
後
７
時

〜
10
時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
内

容
／
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、
止

血
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な
ど
。

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

く
ら
し
の
資
金

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

今
回
新
た
に
貸
し
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
込
み
／
７
月
11
日（
月
）〜
25
日

（
月
）に
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
担

当
へ
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
５
日

（
金
）。
返
済
／
貸
付
日
か
ら
２
年

以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
給
付
金

　市
は
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
が
不
要
な
人
／
令
和
４
年
４

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
▽

平
成
16
年
４
月
２
日
（
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
と
な
る

障
害
の
状
態
に
あ
る
人
は
、
平
成

14
年
４
月
２
日
）
か
ら
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
の
間
に
出
生
し
た

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス

1213

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

務
大
臣
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、

国
土
交
通
大
臣
賞
＝
賞
金
５
万
円

（
各
１
人
）。
特
選
＝
賞
金
１
万
円

（
10
人
）。
審
査
員
／
大
久
保
勝
利

さ
ん
（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）、

佐
藤
洋
一
郎
さ
ん
（
京
都
府
立
大

学
文
学
部
特
別
専
任
教
授
）ほ
か
。

問
同
協
議
会
事
務
局

　（定
住
・
地
域
政
策
課
）

　☎（
42
）４
２
７
１

６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
１
１
７
人
（
男
１

４
９
４
１
、
女
１
６
１
７
６
）
。

世
帯
数
は
１
３
７
７
２
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

５
件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

５
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る

ご
み
は
４
４
９
㌧
（
前
年
比
４
・

０
㌫
増
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
１
０
５
㌧
（
同
６
・

３
㌫
減
）
で
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
口
・
火
災

家
庭
ご
み
の
処
理
量

募

　集

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば（
栄
養
教
室
）

■日 

７
月
12
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
子
ど

も
と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持

ち
物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

オ
ル
。
参
加
費
３
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

７
月
12
日（
火
）  

■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

７
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物
。
テ
ー
マ

は
「
今
日
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
体

操
」

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

７
月
26
日（
火
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

実
費
必
要

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

由
良
川
ア
ユ
網
漁
解
禁

（
専
用
区
除
く
）

■日 
７
月
１
日（
金
）■時 

６
時
〜

■場 

由
良
川

■問 

由
良
川
漁
業
協
同
組
合

　☎（
22
）２
８
４
４

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り

■日 

７
月
２
日（
土
）■時 

８
時
〜

■場 

志
古
田
橋
付
近
（
睦
寄
町
）

■問 

同
会
事
務
局
（
環
境
企
画
課
）

　☎（
42
）０
５
０
３

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
大
会

■日 

７
月
16
日（
土
）■時 

10
時
〜

■場 

観
光
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■問 

同
会
事
務
局
（
環
境
企
画
課
）

　☎（
42
）０
５
０
３

き
ゅ
う
り
封
じ
薬
師
大
祭

■日 

７
月
17
日（
日
）■時 

９
時
〜
15
時

■場 

宝
住
寺
（
味
方
町
）

※

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込

み
受
付
あ
り

■問 

宝
住
寺
☎（
42
）１
１
３
９

　F（
21
）６
１
５
０

第
36
回
中
丹
文
化
芸
術
祭
　踊

り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典

■日 

７
月
17
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

福
知
山
市
厚
生
会
館（
福
知
山
市
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

髙
倉
神
社
土
用
の
丑
ま
つ
り

■日 

７
月
23
日（
土
）

■時 

０
時
〜
宵
宮
祭
、
８
時
〜
本
殿
祭

■場 

髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

農
大
マ
ル
シ
ェ

■日 
７
月
23
日（
土
）

■時 
９
時
〜
正
午

■場 

府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）

■問 

府
立
農
業
大
学
校

　☎（
48
）０
３
２
１

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

７
月
27
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

ド
ン
ド
コ
夏
ま
つ
り

■日 

７
月
30
日（
土
）■時 

15
時
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

育
児
相
談

■日 

７
月
５
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
か
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳・バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談

■日 

７
月
５
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
多
田
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 
７
月
６
、
20
日（
水
）

■時 
13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

７
月
６
、
20
日（
水
）

■時 

６
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

　20
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
６
日
３
人
、
20
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

人
権
相
談

■日 

７
月
８
日（
金
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

７
月
12
、
26
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

12
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
26
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

７
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

７
月
19
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

７
月
20
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

７
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

７
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

７
月
21
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
７
月
14
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

７
月
27
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

８
月
２
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
７
月
26
日（
火
）〜

　29
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

７
月
３
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

７
月
３
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

７
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

芦
田
敦
子（
京
都
市
） 一
般
書
61
冊

5
月
受
付
分

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

高
橋
武
治
（
千
葉
県
） 

５
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
駅
北
複
合
施
設
に
》

１
件 

１
万
円

※

お
名
前
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　公
開
し
て
い
ま
す

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

１
３
２
件 

７
１
１
万
５
百
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
7
〜
8
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

会員になりませんか！ご入会いただける方をご紹介ください！

※専用の振込用紙で郵便局、金融機関でお支払いいただけます。クレジット決済も可能。

③市内飲食店の割引券・市内施設の無料利用券を送付　「あやべ温泉入浴無料」携帯クーポン配信

綾部市 秘書広報課　TEL 0773-42-4204　FAX 0773-42-4905
e-mail：tokubetusimin@city.ayabe.lg.jp　　https://www.ayabefan.com/

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば（
栄
養
教
室
）

■日 

７
月
12
日（
火
） 

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
子
ど

も
と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持

ち
物
は
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

オ
ル
。
参
加
費
３
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勉
強
会

■日 

７
月
12
日（
火
）  

■時 

14
時
〜
16
時

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

７
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
タ
オ
ル
、
飲
み
物
。
テ
ー
マ

は
「
今
日
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
貯
筋
体

操
」

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日 

７
月
26
日（
火
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

実
費
必
要

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

由
良
川
ア
ユ
網
漁
解
禁

（
専
用
区
除
く
）

■日 
７
月
１
日（
金
）■時 

６
時
〜

■場 

由
良
川

■問 

由
良
川
漁
業
協
同
組
合

　☎（
22
）２
８
４
４

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
ヨ
シ
刈
り

■日 

７
月
２
日（
土
）■時 

８
時
〜

■場 

志
古
田
橋
付
近
（
睦
寄
町
）

■問 

同
会
事
務
局
（
環
境
企
画
課
）

　☎（
42
）０
５
０
３

上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
大
会

■日 

７
月
16
日（
土
）■時 

10
時
〜

■場 

観
光
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

■問 

同
会
事
務
局
（
環
境
企
画
課
）

　☎（
42
）０
５
０
３

き
ゅ
う
り
封
じ
薬
師
大
祭

■日 

７
月
17
日（
日
）■時 

９
時
〜
15
時

■場 

宝
住
寺
（
味
方
町
）

※

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込

み
受
付
あ
り

■問 

宝
住
寺
☎（
42
）１
１
３
９

　F（
21
）６
１
５
０

第
36
回
中
丹
文
化
芸
術
祭
　踊

り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典

■日 

７
月
17
日（
日
）■時 

13
時
30
分
〜

■場 

福
知
山
市
厚
生
会
館（
福
知
山
市
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

髙
倉
神
社
土
用
の
丑
ま
つ
り

■日 

７
月
23
日（
土
）

■時 

０
時
〜
宵
宮
祭
、
８
時
〜
本
殿
祭

■場 

髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

農
大
マ
ル
シ
ェ

■日 
７
月
23
日（
土
）

■時 
９
時
〜
正
午

■場 

府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）

■問 

府
立
農
業
大
学
校

　☎（
48
）０
３
２
１

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

７
月
27
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

※

先
着
14
人

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

ド
ン
ド
コ
夏
ま
つ
り

■日 

７
月
30
日（
土
）■時 

15
時
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

　F（
42
）７
７
８
３

育
児
相
談

■日 

７
月
５
日（
火
）

■時 

午
前
（
個
別
に
案
内
し
ま
す
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
４
か
月
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳・バ
ス
タ
オ
ル
（
乳
児
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

耳
の
こ
と
相
談

■日 

７
月
５
日（
火
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
多
田
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 
７
月
６
、
20
日（
水
）

■時 
13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

女
性
相
談

■日 

７
月
６
、
20
日（
水
）

■時 

６
日
＝
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

　20
日
＝
14
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
は
６
日
３
人
、
20
日
２
人
。

１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　F（
42
）２
０
３
０

人
権
相
談

■日 

７
月
８
日（
金
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

７
月
12
、
26
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

12
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
26
日
＝
市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

７
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

７
月
19
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

７
月
20
日（
水
）■時 

９
時
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

７
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

７
月
20
日（
水
）■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

７
月
21
日（
木
）■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
７
月
14
日（
木
）〜
。

　先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

７
月
27
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

８
月
２
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
７
月
26
日（
火
）〜

　29
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

７
月
３
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

７
月
３
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

　☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日 

７
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

　届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必

要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

芦
田
敦
子（
京
都
市
） 一
般
書
61
冊

5
月
受
付
分

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

高
橋
武
治
（
千
葉
県
） 

５
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
駅
北
複
合
施
設
に
》

１
件 

１
万
円

※

お
名
前
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　公
開
し
て
い
ま
す

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

１
３
２
件 

７
１
１
万
５
百
円

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1415

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
・
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

相

　談

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
7
〜
8
月
上
旬
〉

無
料
開
放

窓
口
延
長

会員になりませんか！ご入会いただける方をご紹介ください！

※専用の振込用紙で郵便局、金融機関でお支払いいただけます。クレジット決済も可能。

③市内飲食店の割引券・市内施設の無料利用券を送付　「あやべ温泉入浴無料」携帯クーポン配信

綾部市 秘書広報課　TEL 0773-42-4204　FAX 0773-42-4905
e-mail：tokubetusimin@city.ayabe.lg.jp　　https://www.ayabefan.com/
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献
血
の
推
進
に
半
世
紀
の
歩
み

　献
血
は
、
病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど

で
輸
血
が
必
要
な
人
の
尊
い
命
を
救
う

た
め
、
健
康
な
人
が
自
ら
の
血
液
を
無

償
で
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

昭
和
39
年
、
献
血
を
国
と
地
方
公
共
団

体
、
日
本
赤
十
字
社
の
３
者
が
主
導
す

る
こ
と
を
閣
議
決
定
。
そ
の
翌
年
に
同

協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
同
協
議
会

は
府
や
市
、
医
師
会
、
自
治
会
連
合
会

等
の
関
係
団
体
で
構
成
。
発
足
か
ら
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
献
血
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
献
血
意
識
普
及
し
医
療
を
下
支
え

　同
協
議
会
の
主
な
取
り
組
み
は
、
高

校
生
な
ど
若
年
層
に
献
血
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
▽
事
業
所

へ
の
献
血
実
施
の
協
力
依
頼
▽
通
算
の

献
血
回
数
が
多
い
功
労
者
へ
の
表
彰―

な
ど
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
あ
や
べ
水
無

月
ま
つ
り
開
催
当
日
に
行
わ
れ
る
「
み

な
つ
き
献
血
」
は
、
同
協
議
会
の
重
要

な
活
動
。
委
員
を
中
心
と
し
、
綾
部
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
会
員
が

市
内
各
所
で
一
斉
に
献
血
協
力
を
呼
び

か
け
ま
す
。
同
献
血
は
、
昭
和
56
年
か

ら
一
度
も
中
止
す
る
こ
と
な
く
実
施
し

て
お
り
、
多
く
の
人
の
協
力
を
得
て
い

ま
す
。

　ま
た
全
国
的
に
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ

禍
で
献
血
者
が
減
少
す
る
中
、
本
市
で

は
、年
間
の
献
血
者
数
が
増
加
＝
下
表
。

同
協
議
会
の
活
動
は
献
血
の
普
及
に
貢

献
し
、
医
療
を
下
支
え
し
て
い
ま
す
。

　献血は愛の助け合
いです。近年は協力
者の減少や献血離れ
で血液が不足する事
態が深刻化していま
すが、尊い命を守る
ため、皆さんのご協
力をお待ちしていま
す。

献
血
事
業
の
推
進
と

普
及
に
貢
献

綾
部
献
血
推
進
協
議
会

　今
回
の
情
報
す
く
ら
ん
ぶ
る
は
、
献
血
の
普

及
啓
発
を
行
う
綾
部
献
血
推
進
協
議
会（
会
長
、

山
﨑
清
吾・綾
部
市
副
市
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

1250

1350

1450

H28 H29 H30 R1 R2 R3 （年）

（人）

市内の献血会場における献血者数

輸血用血液の使用用途

７月23日はみ
なつき献血へ!
詳細は､本紙お
知らせ版をご
覧ください

コロナウイルス
感染症流行

1411

1443

献血バスの中の様子

綾部献血推進協議会
　　会長　山崎清吾副市長

1352
1362 1368

1319

病気
81.4％

その他
15.0％

妊娠分娩
0.7％

ケガなど
2.8％


